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１．第5次総合計画後期計画とは？

 

白馬村 第 5 次総合計画 

基本構想 
 H28（2016）～R7（2025） 

基本計画 
前期 : H28（2016）～R2（2020） 

後期 : R3 （2021）～R7（2025） 

村づくりの将来像と基本となる考

え方を明らかにしたもの 

「基本構想」に書かれていること 

・白馬村の基本理念 

・基本目標 

・総合計画の計画期間 

・総合計画の推進 

村づくりの理想像を実現するた

め、基本目標や事業を分野別に整

理して体系的に示したもの 

「基本計画」に書かれていること 

・基本計画の体系 

・基本計画 

実施計画 
 ３年間 毎年度ローリング方式 

基本構想、基本計画を実現するための事業を示したもの 

＋ 

白馬村のむらづくりの指針となり、あらゆる行政計画の基本と
なり、目指すべき将来像や、その実現方法を示すものです。
計画の体系は、基本となる考え方を明らかにした「基本構
想」、理想像を実現するために示された「基本計画」、基本計
画を実現するための事業を示した「実施計画」となり、それぞれ
の期間は下図の通りとなります。

２．今年度策定する内容は？

今年度は計画の中間年度にあたり、令和3年度から令和7年度ま
での「後期基本計画」の策定を行います。
後期計画の策定にあたっては、前期計画の検証をしながら、後期
計画に反映する指標を検討します。
平成28年度から令和7年度までの期間で策定している「基本構
想」は、今回は対象とはなりません。

3．策定の流れは？

計画策定の流れと、策定の推進体制は以下の通りとなります。
庁内WGで素案の策定、計画策定委員会で素案を検証し原案
を策定し、村長からの諮問機関となる計画審議会にて意見をい
ただきながら、策定を進めます。
策定のスケジュールはおおむね11月までに後期計画をとりまとめ、

12月議会での説明を予定しています。

4．具体的に検証をする内容は？

第5次総合計画に記載されている基本計画部分が今回の策
定対象となります。具体的な作業としては、それぞれの分類ごとに
設定されている「指標」とそれに対して設定されている「目標値」に
ついての検証をし、後期計画に記載する内容を検討します。
「前期計画」を基本としながら、内部評価・外部評価を基に、社会
情勢や行政需要を加味しながら、「後期計画」に記載する「指標」
「目標値」を定めていきます。

◆第 5 次総合計画後期計画の策定推進体制 
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